































































































































































    
B.保健所長講義 ： 櫻井保健所長 
２．保健所（保健福祉事務所）の機能、役割、業務を中心に 
＜国家試験問題に準拠して＞ 
①衛生行政体系 ②人口統計 ③保健所業務内容 
④管轄区域 ⑤保健所・保健センタ  ー ⑥危機管理 
⑦学校保健 ⑧保健所歴史 ⑨産業保健 ⑩保健所の将来 


































































































    
B.保健所長講義 ： 櫻井保健所長 
２．保健所（保健福祉事務所）の機能、役割、業務を中心に 
＜国家試験問題に準拠して＞ 
①衛生行政体系 ②人口統計 ③保健所業務内容 
④管轄区域 ⑤保健所・保健センタ  ー ⑥危機管理 
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平成29年度 公衆衛生学 保健所実習 レポート 
帝京科学大学 医療科学部 柔道整復学科 
番号       氏名                          
１．日時   ： 
２．実習場所 ： 
３．研修内容 ：  






































































































































































































































































































































































































































































































































地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター年報 第２巻 
地域包括ケア推進を目指し多職種で取り組んだ「健康フェスタ inせんじゅ」 
定村美紀子・糸井和佳・佐藤亜月子・野田義和（医療科学部 看護学科） 永田あかね（大内病院） 
吉賀成子（医療科学部 医療福祉学科） 小島尚・小林和生（生命環境学部 生命科学科） 






























































地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター年報 第２巻 
地域包括ケア推進を目指し多職種で取り組んだ「健康フェスタ inせんじゅ」 
定村美紀子・糸井和佳・佐藤亜月子・野田義和（医療科学部 看護学科） 永田あかね（大内病院） 
吉賀成子（医療科学部 医療福祉学科） 小島尚・小林和生（生命環境学部 生命科学科） 











































































































報告書(DISCUSSION PAPER No.105-2)：2014   
1) 小島尚：薬剤師会と連携による薬物乱用防止教室の指導者養成のための情報提供. 
地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センタ 年ー報 第1巻：17-18,2017 
2) 定村美紀子，糸井和佳、佐藤亜月子：「健康寿命を延伸させるためにお薬との上手な
付き合い方」をテー マに実施したワールドカフェの取り組みについて：帝京科学大学
紀要 第13巻：221-226,2017  
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  ２年生 ３年生 ４年生 合計 
平成２６年度     1 1 
平成２７年度     2 2 
平成２８年度 2 1 1 4 




















































































  ２年生 ３年生 ４年生 合計 
平成２６年度     1 1 
平成２７年度     2 2 
平成２８年度 2 1 1 4 

































































学生個人番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター年報 第２巻 
足立区立小学校における生活科授業支援実践 






























月 日 所※1 対象者(人)※2 運営スタッフ(人)※3 動物※4 
4 22 入谷 1年26・2年19 千4・上38(こども1年21) ハム・モル・蚕・アオ・フト 
5 13 長門 1年41名・2年44 千4・上33(こども1年28)・ア2 ハム・モル・蚕・スナ・鶉 
弘道 1年55・2年49 千5・上33(こども1年19) ハム・ヌード・蚕・スナ 
6 10 中川 2年85 千5・上33(こども1年22) ハム・モル・スナ・アオ・フト 
扇 2年46 千3・上35(こども1年20)・ア2 ハム・モル・スナ・蚕・犬 
7 8 亀田 2年135 千3・上36(こども1年23)・ア2 ハム・モル・スナ・鶉・犬 
花畑 2年60・支援7 千5・上25(こども1年21) ハム・モル・スナ・蚕・鶉 
9 9 古千谷 1年89・2年102 千9・上47(こども1年36)・ア2 モル・スナ・蚕・アオ・フト 
10 14 皿沼 1年39・2年54 千4・上17(こども1年12)・ア3 モル・スナ・蚕・鶉・犬 
辰沼 1年85・2年76 千8・上27(こども1年21) モル・スナ・鶉・犬・アオ・フト 
21 栗原 2年71 千2・上27(こども1年24)・ア3 モル・スナ・蚕・鶉・犬 
11 11 関原 1年64・2年59・支援12 千8・上34(こども1年26)・ア1 ハム・モル・スナ・蚕・鶉 
宮城 2年92 千5・上28(こども1年19)・ア2 モル・スナ・蚕・犬 
12 9 花畑第一 1年66・2年59 千9・上35(こども1年21)・ア2 ハム・モル・スナ・蚕・鶉・犬 
脚注※1: 全て足立区立の小学校。※2: 「1年」は1年生・「2年」は2年生・「支援」は特別支援学級。略号後の数字は人数。※3:「千」は千住キャンパス・「上」は上野原キャンパス所
属の学生・「ア」はアニマルシップ社員。「数字」は人数。※4:「ハム」はハムスタ ・ー「モル」はモルモット・「ヌ ドー」はヌー ドモルモット・「アオ」はアオダイショウ・「フト」はフト
アゴヒゲトカゲ・「スナ」はスナネズミ。 
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地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター年報 第２巻 
足立区立小学校における生活科授業支援実践 
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1～ 6班「山」(体験学習)    →「川」(昼食) →「廃校舎」(体験学習) 
7～12班「廃校舎」(体験学習)→「川」(昼食) →「山」(体験学習) 
3)小雨プラン 











































回 月日(曜日) 小学校名 児童数 
1  9月 17日(木) 平野小学校 65名 
2  9月 18日(金) 千寿常東小学校 87名 
3  9月 11日(月) 中島根小学校 75名 
4  9月 14日(木) 宮城小学校 64名 








































1～ 6班「山」(体験学習)    →「川」(昼食) →「廃校舎」(体験学習) 
7～12班「廃校舎」(体験学習)→「川」(昼食) →「山」(体験学習) 
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回 月日(曜日) 小学校名 児童数 
1  9月 17日(木) 平野小学校 65名 
2  9月 18日(金) 千寿常東小学校 87名 
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13:50～  バスに乗車 



























































































































































































































































































時間 内容 備考 




11:25～12:05 休憩 昼食 






























常設展示 常設展示 常設展示 常設展示 常設展示 


































 1年生 校長室 職員室 多目的室 






























その五  観察は、ことば静かに落ち着いて 
その六 自然を感じる・見る・聞く・触れるそして嗅ぐ 


































































































その五  観察は、ことば静かに落ち着いて 
その六 自然を感じる・見る・聞く・触れるそして嗅ぐ 













































































































































































































































































































































































































































1） 花園誠, 金子智恵理, 河合樹菜, 蛭田多美慧, 青木直樹, 榊原健太郎, 古瀬浩史 
(2015).「足立区の小学生を対象とした環境教育の実践と成果」.『帝京科学大学紀要』, 
11, pp201-213. 




























































































































































































































































































































10:00 バス到着  









12:40～13:20  「学食体験」(学生食堂) 班ごとにテーブルにつき、
学生といっしょに昼食。学食利用のために児童・生徒の全員に一人
500円の食券を配布した。 
13:30～15:00  「ふれあい乗馬体験」(うまセンタ )ー (うまセンター
までは大型バスで移動)2班が 1組になり、「乗馬体験」・「ふれあい
動物教室」・「自然観察」を3ブースローテーション。 
15:10～15:05   終わりの会(うまセンター前広場で実施) 
15:05～15:10   写真撮影 













15:10～15:05   終わりの会(晴天;うまセンター前広場で実施、雨天:
うまセンター前広場に設営した大テント内で実施) 
15:05～15:10   写真撮影 
15:20～    バスに乗車 





























































10:00 バス到着  









12:40～13:20  「学食体験」(学生食堂) 班ごとにテーブルにつき、
学生といっしょに昼食。学食利用のために児童・生徒の全員に一人
500円の食券を配布した。 
13:30～15:00  「ふれあい乗馬体験」(うまセンタ )ー (うまセンター
までは大型バスで移動)2班が 1組になり、「乗馬体験」・「ふれあい
動物教室」・「自然観察」を3ブースローテーション。 
15:10～15:05   終わりの会(うまセンター前広場で実施) 
15:05～15:10   写真撮影 













15:10～15:05   終わりの会(晴天;うまセンター前広場で実施、雨天:
うまセンター前広場に設営した大テント内で実施) 
15:05～15:10   写真撮影 
15:20～    バスに乗車 
15:30    出発 
11月25日は好天に恵まれ、「晴天プラン」での実施となった。 
4)午前の体験内容 
①ウエルカムドッグショ (ーいこいの広場) 
ドッグトレーナー研究部の学生が担当した。オビディエンス(服従
訓練)の実演から始まり、ドッグウォーク・Aフレーム・チューブトン
ネル・ハードル・シーソー・ウィービングポールを配置したアジリテ
ィ(イヌの障害物競争)、そしてディスク競技(フリスビーをハンドラ
ーが投げイヌがキャッチ)と、日頃の鍛錬の成果を披露してもらった。
②科学の祭典in上野原キャンパス(本館棟2階) 
・工作コーナ (ー201教室) 動物介在教育研究部の学生が担当。発泡ス
チロール蝶 (々薄くスライスした発泡スチロール板を蝶々型に切り、
滑空させて遊ぶ)・ペットボトルジャイロ(ペットボトルを輪切りにし
て投擲体をつくり、的宛てをしてあそぶ)・ダンゴムシ迷路(ダンゴム
シの交替制転向反応を利用した迷路工作)・繭クラフト(蚕の繭で作る
人形工作および蚕とのふれあい体験)。 
・イヌのふれあい(202教室)ウエルカムドッグショーで活躍してくれ
たイヌとのふれあい体験。 
・ふれあい動物教室(203教室)動物介在教育研究部の学生が担当。足
立区小学校の生活科授業支援で活躍するハムスター・モルモット・ウ
サギ・スナネズミ・アオダイショウ・フトアゴヒゲトカゲ・ギリシァ
リクガメ、そしてガラルファ(ドクターフィッシュ)とのふれあい体験
と動物の習性・生態の学習。 
・不思議!体験!科学の世界(アニマルサイエンス第一実習室) 動物介
在教育研究部の学生が担当。岩石標本作り(上野原市内産の堆積岩・火
成岩・変成岩による自分だけの岩石標本作り)・スライム(PVA洗濯糊
とホウ砂で作る)・超低温の世界(液体窒素を使った凍結実験と超電導
実験など)・台所でできるDNA抽出実験(ブロッコリー・食塩・中性洗
剤・薬局で購入の無水エタノールによる簡単な DNA 抽出実験)・台所
雑貨で作る極小カミナリ(プラスチックコップ・ストロ ・ーアルミホイ
ルで作る帯電体と塩化ビニールパイプによる静電気実験)・台所でで
きる風船実験(食酢と重曹により二酸化炭素を発生させ風船を膨らま
せる実験)・微生物の世界(実体顕微鏡、倒立顕微鏡で観察する淡水プ
ランクトンの世界) 
・休憩コーナ (ー204教室)ジュース・お茶・コーヒー・お菓子などで
おもてなし。 
 以上の5教室で時間いっぱいの自由行動とした。工作物は全て持ち
帰ってもらった。 
5)昼休みの体験内容 
・学食体験(学生食堂)児童・生徒にこの日だけ利用できる500円分の
食券をプレゼント。そば・うどん・ラーメン・カレーライス・定食等 
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花園誠・石木めぐみ・石出渉・副島立・榊原健太郎 
の定番メニューから好きなものを選んで食べてもらった。 
6)午後の体験内容 
・乗る・うま乗馬体験(ウマセンターの馬房・馬場内)乗馬体験(うまセ
ンター職員指導による乗馬体験:図1)・引馬体験(うまセンター職員指
導による引馬体験)・ウマとのふれあい体験(えさやり、ブラッシング
などの体験)・馬房掃除(馬のお世話体験) 
・自然観察(うまセンター前広場で確認できる足跡:図 2、食痕など野
生動物のフィールドサインの観察) 
・アウトドアクッキング(うまセンター前広場で焚火して、焼き芋づく
り、パン焼き体験、マシュマロ焼きなど:図3) 
・自然工作体験(ススキでつくるフクロウの工作:図4) 
・迷路遊び(うまセンター前のススキ野原を刈り込み、中に複雑に入り
組んだ小道をつくる。その中で鬼ごっこ等の遊びをする。) 
たき火の回りには長椅子を並べ、適宜、休憩できるようにした(図5・
図6)。また、たき火のそばにはテーブルを配置し、お茶・お菓子・コ
ーヒー・ココアなども用意して、自由に利用できるようにした。 
図1.乗馬体験 
図2.うまセンター前広場で確認できたイノシシの足跡 
 
 
 
 
 
 
 
図3.アウトドアクッキング 
図4.自然工作体験 
図5.うまセンター前の様子 
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「大学遠足」による児童養護施設の支援実践と成果 
図6.児童・生徒を見守る。 
図7.参加した児童・生徒の感想1.「参加してどうだったか」 
図 8.参加した児童・生徒の感想 2.「大学生といっしょにいてどうだ
ったか」 
図9.参加した施設職員の感想「有意義だったか」 
 
 
図10.参加した学生の感想「有意義だったか」 
 
7.実践の成果 
1)実践後にいただいた感想の集計 
図7～10は、実践後にいただいた感想の集計である。参加しての感想
は、児童・生徒の17人中16人が「とても楽しかった」と感想を述べ
ていた(図 7)。また、大学生と過ごしての感想は、17人中 15人がと
ても楽しかったと感想を述べていた(図 8)。引率の職員、そして受け
入れた学生については、全員が「たいへん有意義」あるいは「有意義」
と感想を述べていた(図9、図10)。 
 
2)児童・生徒の感想 
 以下は、参加した児童・生徒から寄せられた感想である。 
「楽しかったです!!またいきたいです。」(小学校低学年) 
「えんそくに行けてよかったです。楽しく工作ができました。ありが
とうございました。」(小学校低学年) 
「とても楽しいことよういしてくれてありがとうございました。また
こんどもいきたいです。」(小学校低学年)  
「いろいろな人と話せて楽しかった。また行きたいと思いました。」
(小学生高学年) 
「モルモットがいちばんかわいかったです。大学の人になりたいで
す。」(小学校高学年) 
「自然がいっぱいあってすごく良いと思いました。いろいろな体験が
できて楽しかったです。私が大きくなったら大学に行きたいと思いま
した。」(中学生) 
「また行きたいです。実験をしたいです。DNAの抽出が楽しかった。
また家でやってみたいです。」(中学生) 
 
3)施設職員の感想 
以下は施設職員から寄せられた感想である。 
「科学から自然、人のふれあいまで盛りだくさんで楽しかったです!」 
「たくさんの経験をすることができ、また学生たちの手作り感が温か
く歓迎されている感じがあって感動しました。」 
「ヘビやトカゲまでこれまで触れたことがなかったのでよい経験に
なりました。(中略)全ての活動において学生さん、先生、区の方の子
どもたちへの気持ちが伝わってきました。(中略)楽しい一日を本当に
ありがとうございました。」 
「子供たちの興味関心を引き出すと共に、人のつながりの大切さや、
手作りの温かさを感じられる企画でした。機会があれば是非また参加
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させていただきたいと思います。」 
「楽しそうに様々なものにチャレンジする子どもの姿がみられて何
よりも嬉しく思いました。ありがとうございました。」 
「今回、この企画のお話を下さり、ありがとうございました。継続的
に実施できると小学生のいい自立支援プログラムになると思うので、
今後とも是非よろしくお願いいたします。」 
お礼の色紙に合わせ、施設職員よりお手紙を頂戴した。 
「帝京科学大学花園先生学生の皆さん  
先日は、大学遠足ありがとうございました。子どもたちはもちろんの
こと、職員にも大好評で、とても楽しい一日を過ごさせていただきま
した。子どもたちからも「また行きたい」という声が大変多く聞かれ
ています。ぜひ継続的に実施できたらと思っています。子どもたちと
職員でお礼状をつくりました。よろしければ学生の皆さんと一緒にご
覧ください。」 
 
8.今後の展望 
 児童・生徒、施設職員、足立区職員、そして支援参加の学生の全て 
から好評の活動であった。ただし、全く反省点がなかったわけではな
い。往路・復路ともに千住キャンパスの学生を添乗としたが、施設職  
員からは「バスレク(バス内のレクリェーション)があるとよかった」
との意見があった。 
 2018年度は当初に予定していた「生活困難家庭」を招待することも
計画されている。児童養護施設からは継続が希望されているので、必
然的に回数を増やさなければならない。11月はスケジュールが過密な
ので、実施時期をいつにするか、今後の課題である。 
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図11. 児童・生徒そして職員から寄せられたお礼の色紙 
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